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番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

１
主体的な学びに
取り組む生徒を
育成する。

①授業規律を維持し、自発
的に授業に取り組む態度を
育成する。
②主体的に学ぶ姿勢を育成
するため、観点別評価や学
習評価計画を改善する。
③１,２年生購入のクローム
ブックを有効活用する。

①

②

③

Ｂ

○GoogleClassroom等でこまめに
課題を与えるなどの工夫を継続す
るほか、学習意欲を喚起するため
の工夫を学校全体で検討する。

○令和６年度は、全学年において
観点別評価が実施されるので、そ
れに向けた準備を行う。

○授業満足度を維持しつつ、自主
学習時間の増加につながるような
工夫を研究する。

・大学としては入学後の知識・技能とし
て最低限のものは必要であると考えてい
る。高校においてはその最低限の知識・
技能の習得に向け、丁寧に指導してもら
いたい。
・求められる知識・技能の一つとして、
生成AIの利活用が挙げられる。行政でも
生成AIを導入しているが、試行錯誤しな
がらどのように利用していくかを検討し
ている。学校においても試行錯誤しなが
ら積極的に使い、その利活用について研
究してほしい。

２

本校の一員とし
ての自覚を持た
せ、自律的、主
体的に行動でき
る生徒を育成す
る。

①生徒指導の意義を理解さ
せるために、丁寧に説明を
行い、同じ方針で指導に当
たる。

②生徒会や各種生徒委員会
を中心として、学校行事を
企画・運営させ、自主自律
の精神を育成する。

①

②
Ａ

○苦情の内容は「校外での身だし
なみの乱れ」と「公共施設の利用
態度」によるものであったので、
校外における南稜生としての心得
を日ごろから指導してく。

○令和５年５月にコロナによる活
動制限が解除された。生徒による
活動の場をさらに与えつつ、自主
的・自律的に企画・運営する態度
を養う教育を行う。

・戸田市内の小・中学校でも教育相談の
件数が増加している。子どもの特徴など
をデジタルツールで管理し、教員の負担
担軽減につなげている。有効なので可能
であれば導入するとよい。
・教育相談で困ったときには、ぜひ行政
を利用していただきたい。
・実社会においても精神的に不安定な社
会人が増えている印象があるので、高校
においては生徒同士のコミュニケーショ
ンの場を増やすとよい。

３

生徒が目標を高
く持ち、進路希
望を実現させる
指導をより一層
行う。

①生徒の進路意識醸成のた
め、個に応じた的確な情報
提供と継続的な支援を行う｡

②進路セミナーのより体系
的な実施や模擬試験、各種
検査の活用により、生徒の
受験に向けた学力と意欲を
向上させる。

①

②

Ａ

○進路指導部と学年団、教科が協
力し、生徒の進路希望を実現する
ための進路指導ができた。

○生徒が目標を高く持つことがで
きるように指導方針を確認し、入
学当初からの支援に取り組む。

・日常の学校生活で指導される中で、自
身の進路については意識付けが十分にで
きていると感じる。
・大学に進学すると未来が広がる傾向が
あったが、現代の社会では学歴よりも能
力や考え方が重視されている。高校在学
中に「何をやりたいのか」という目標を
意識付ける必要がある。
・社会では、自己有用感を実感できる会
社で働くため、転職が当たり前の世の中
になっている。そのような社会で生きる
うえで、自身の可能性に早く気付けるよ
うに人間性を高めてほしい。

４

学校の強みや特
色ある教育活動
をきめ細かく情
報発信する。

①担当者を中心に、ホーム
ページの内容を充実させ、
迅速かつ正確に更新する。

②地域や小・中学校との協
力体制をコロナ禍以前に戻
し、地域貢献を行う。

①

②
Ａ

○ホームページの更新頻度をさら
に増やし、本校の教育活動につい
て、幅広く発信する。

○戸田市教育委員会、近隣の小学
校・中学校などとの新たな連携を
模索する。

・自分自身が南稜高校に在籍していた２
０年以上前に比べると、学校の雰囲気は
非常によく、教員の熱心な指導に対し生
徒も十分に応えているように感じる。
・生徒が活躍している様子を、ホーム
ページを通じてこまめに発信してほし
い。

①学年、分掌、部活動等から、継続的に情
報を発信し、昨年度より、更新頻度が増え
たか。

②学校説明会や出前授業等の事業を充実さ
せ、中高連携の取組を推進できたか。

ホームページで、学校行事の様子や
部活動の生徒の活躍を約150回アッ
プし、昨年度より回数を増やすこと
ができた。
　閲覧回数は1日平均3,000程度、閲
覧者数は400名程度である。

地域の中学校に出向いての学校説明
会や出前授業、中学校PTAによる学
校訪問の受入れ、小学校による学校
見学の受入れを行った。

　ホームページは随時更新し
て学校の魅力を発信してい
る。
　保護者や地域、卒業生、中
学生の期待と信頼に応えるた
め、鮮度の高い情報を積極的
に発信する。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

自主学習の時間が０時間である生徒
は平日36.3％、土曜・日曜日40.3％
と目標値を大きく下回るものであっ
た。

１・２年生では評価規準を明確にし
理解させ、主体的に授業に臨む生徒
が85.4％と昨年度より1.8％増加し
た。

授業に対する生徒の満足度は88.7％
が満足しており、目標値をやや下回
る結果となった。
（参考）令和４年度は80.6％

　朝自習等の隙間時間を活用
して学習する等、学習習慣が
確立している生徒の割合が増
加している反面、日常的な学
習への取組が不十分な生徒も
いる。
　教職員の協力体制を強化
し、生徒の豊かな学びを実現
する。

　生徒一人一人の積極的な学
校行事や部活動への参加をと
おして、本校生徒としての自
覚を持たせ、自らを律する心
を育成する。

①進路、キャリア教育講演会の充実と進路
通信等を活用し、最新で有用な進路情報を
提供できたか。

②-1 生徒の進路意識を高めたか。
（R3:63.8% R4:70.3%）
②-2 進路指導に対する生徒の満足度を維
持できたか。（R3:81.9% R4:86.1%）
（数値は学校生活アンケートから）

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和６年１月３０日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

令 和 ５ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s 19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進
路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立と、豊かな学びを実現する教育課程の改善
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育の充実と、生徒一人一人の希望する進路の実現
 ４　家庭・地域との幅広いネットワークづくりと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　　 ６名
　　　　　生徒　　　　　　２３名
　　　　　事務局(教職員)　１５名

各学年において、生徒・保護者の
ニーズに対応した進路情報を、講演
会や進路通信を通じて提供すること
ができた。

進路意識が高まったと感じた生徒は
80.5％、進路指導への満足度は
87.8％で、いずれも昨年度を上回る
結果となった。

　キャリア教育計画に基づ
き、入学当初から、進路実現
へ向かう意識付けを行ってい
る。その教育効果を持続さ
せ、生徒が目標を高く持ち、
その実現のための指導を一層
進める。

生徒指導部中心に、全教職員が協力
体制の下、同じ基準で指導を行って
いる。
また、地域から厳しい意見を管理職
が受けたことはあったが、その回数
は５件であった。

本校の教育活動で生徒が良いと思え
る活動の１位は学校行事・生徒会活
動、２位は部活動であり、意欲的に
活動している結果といえる。ポスト
コロナにより、少しずつ自律的な活
動がみられるようになっている。

①-1 生徒指導規定を確認し、生徒指導部
を中心に、日常的に統一した指導を行った
か。
①-2 地域からの意見の件数（年間25件以
下）。

②-1 学校行事や部活動、生徒会活動等に
意欲的に参加し、活動する生徒が増えた
か。
②-2 ②-1により、自律的な行動をとれる
と自覚する生徒が増えたか。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①授業や進路セミナー以外の自主的学習の
時間０時間を１０％以内にする。

②評価段階の規準と、主体的に学ぶ姿勢の
在り方を理解させることができたか。

③１,２年生全員購入のクロームブックを
有効に活用でき、授業で達成感を感じる生
徒の割合９０％以上。
（数値は学校生活アンケートから）


